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5-7　　新世紀記念事業の推進

●事務事業の内容

多くの市民が自然に親しむことができるとともに、森林の持つ公益性に関する理解が進む。また、森林の適正管理
が図られる。

各種市民アンケートにおいて市民が望むものに｢緑豊かな森林」が常に上位にランクされていることから新世紀を迎
え未来への遺産づくりとして、市民の森づくりを各地区との調整により熟度の高い地区から順次進めることとなっ
た。

２１世紀を迎え未来への遺産づくりとして市民の財産となる森づくりを実施する。
目　的

（何のために）

事務事業実績

市民

●事務事業の実績・投入コスト

見直し改善の
経過

年度

散策道整備（Ｌ＝５９０ｍ）及び案内板設置

政　策 5-7-1　新世紀記念事業の推進

●事務事業の位置付け

期間

基本計画におけ
る位置付け

基本政策

根拠法令・要綱等

関連
政策

整理番号 57104-010

地域振興課　市民協働スタッフ

新世紀記念事業（市民の森づくり）事務事業名
所  管

手　段
（どのようなや

り方で）

事務事業の背
景・住民の意向

成　果
（どのような状
態にしたいか）

対　象
（誰・何を）

市内６箇所をエリア指定し、それぞれの立地条件に即した、また特性を生かした市民の森づくり事業を推進するた
め基本構想、基本計画を策定し、これに基づき熟度の高い御殿場地区より森林の整備、保全を図るため、推進協議
会を組織し、事業を推進する。

一次評価

平成16年度
御殿場地区の管理道路整備(Ｌ＝３００ｍ）及び植栽（１．５ｈ
ａ）

平成18年度

●評価指標

●事務事業の評価

★★★

平成17年度

休廃止

展望台設置（Ｈ＝３．０ｍ、Ａ＝１０㎡）及び案内板設置
災害対策工事

改革により予
想される成果

見直しをすることによって、現在の市民ニーズ、社会情勢に見合った計画を新たに策定し、かつ関連施策等との整
合を図りつつ整備、管理運営方法等を検討することで、より一層効率良く、効果的な事業推進が図れる。

平成19年度か
らの対応

事務分掌上最も適正と考えられる部署において、豊富な知識と経験をもって、その関連施策等との整合を図りつつ
整備、管理方法等について検討を行いそれに基づき事業を実施する方が、より一層の効果を生み出すことが可能に
なると思われるため、事務分掌の移行を行う。

平成20年度以
降の対応

適正な部署で豊富な知識と経験をもって、その関連施策等との整合を図りつつ整備、管理方法等について検討を行
い、現在の市民ニーズ、状況に見合った事業計画策定の検討を行う。

休廃止

コメント

コメント

フォレスト乙女（御殿場地区）の主要な整備が完了し、指定管
理者制度に基づく管理運営が実施されている。

御殿場地区の後が不明で今後の展望に具体性がない。市民協働事業として検
討されたい。

今後の方向性

今後の方向性

休廃止

市内６ケ所エリアの推進（％）
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